
努⼒（どりょく）は夢中（むちゅう）にかてない

今⽉のほんじょう  NO３２
さんだアンバサダー 冨⽥ 誠也さんとの交流会

（５・６年⽣）

 本庄⼩学校の卒業⽣でプロ棋⼠の冨⽥誠也さんに、学⽣時代のことやプロ
棋⼠になるまでのことを話していただきました。特に印象的だったのは、
「プロ棋⼠になる道はとても険しいけれど、『⾃分は将棋が好き。』という⼦
どもの頃の気持ちを⼤切にすることで、⼤きな壁を乗り越えることができ
た」ことや、「苦⼿なことも⾒⽅を変えれば楽しくできる」と話されたこと
です。こどもたちは、冨⽥さんの⾔葉をうなずきながら真剣に聞いていまし
た。
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